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理事 関本晴雄 

 
 筑波山の北麓に田園に囲まれた真壁（茨城健桜

川市）があり、そこは古い建物が残っていて「国

の登録文化財」に１００棟を越える古い店蔵や土

蔵、門が指定されている。この町を１０年前に歩

いた時に新壁駅（今は廃線になって駅名だけが残

る）の近くに、不思議な建造物を発見した。 
 写真の建造物は何かわかるでしょうか？ギリシ

ャ様式の建築「泰安殿」ですが、戦後生まれの私

には理解できなかったが、戦前戦中にかけて全国

の学校で、天皇・皇后の御真影と教育勅語を納め

ていた建物です。 
 紀元節・天長節・新年・明治節の四大節祝賀会

の時は、職員・生徒全員で御真影に最敬礼と教育

勅語の奉続を行なった。そして登下校時や単にそ

の前を通る時も服装を正して最敬礼をしたと建物

の解説には前述の様な事が記載されていた。真壁

町真壁小学校正門脇から真壁駅の地に移されたも

ので、昭和の歴史を今に伝える貴重な戦争遺跡と

言えます。 
 森友学園の国有地価格の値引きで問題になった

塚本幼稚園では園児に教育勅語を暗唱させていて、

批判の的となりましたが、境域直後がたった３１

５字から成るものですが、その中味は天皇が日本

の国と道徳律をつくった。天皇の臣民（国民）が

天皇に忠（絶対服従）をつくす。天皇が永遠に治

める国（国体）。緊急の大事があれば大義にかなっ

た勇気を出して一身を皇室国家に尽くせなどの内

容で、基本的人権と日本国憲法と全くかけはなれ

たもの

であり、

安倍政

権が教

育勅語

を国会で「学校での使用を

認める」と答弁をしたが、

現代社会で許してはならな

い、それは日本国民を戦争

にかり出したものだからで

す。 
 私の手元に「陸軍省兵務

課編集・青年教練科教科

書・全」「激動の中を行く」

（与謝野晶子著・１９１８年６月・「帰還者必携・

新しい出発へ」）がある。私の父も戦争にかり出さ

れているが、長男は南洋群島メレヨン島で戦死、

二男はソ連に抑留後送還だから二男のものと思わ

れる。前述の教科書の中に「軍人勅論」が書かれ

ているが、「上官の命令を承ること実は値に咲か命

を承る義なりと心得えよ」、「死は鴻毛より軽しと

覚悟せよ」、要するに上官の命令は絶対服従・命を

簡単に差し出すことを軍人に教え、天皇絶対服従

をはかった事です。ここにその当時の「教育」の

恐ろしさを感じさせる。 
 「激動の中を行く」の本には「棄却」の赤の印

が押してある。冒頭に「思想の自由を奪ふに至っ

ては思想の統一でも尊重でも無く、反対に思想其

者の発展を願はない者のする残忍不法の行為で

す。」との書き出しから始まっている。このような

本は邪悪で悪名高い治安維持法の餌食となってし

まうのは間違いない時代だったのであろう。 
 帰還者必携では、日本国憲法・教育基本法・農

地調整法・労働基本法に至るまで述べられていて、

それは現代の社会においても十分通用する内容で、

ここに平和主義・基本的人権の尊重・民主主義の

原点が確実に存在している。私たちは歴史の真実

に向き合い、日本国憲法を守り、それにのっとり

発展させる責務を負うべきでしょう。 
 ２年前におじさんが亡くなり、もうシベリア抑

留生活での話しも聞く事が出来なくなった。戦後

７２年経とうとしている。 
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